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♦巻頭 特集 多くの 雛人形と 地域 住民が お出 : rn 

あげきの おひな さん 


年、 いなべ 市 阿下喜 周辺には 2 月 中旬から 3 月 初旬に かけて、 

多くの 観光客が 訪れる ようになりました。 お 目当ては 「あげきの おひな さん」。 
主 会場の 「ウッドヘッド 三重」 をは じめ、 

10  0 軒 ほどに 雛人形が 飾られ、 人々 の 目を 楽しませて います。 


工夫を 凝らした 展示で 
阿下喜なら ではの 楽しみを 

阿下喜の まちに 雛人形が 並ぶ よ 
うにな つたのは、 2005 年 ◦「あ 
げき まちなか 発展 会」 という 地元 
商店街の 役員たち が 中心と なつ 
て、 30 軒 ほどの 店先に 雛人形を 飾 
つても らいました。 

当初、 メーン 会場の 「ウッドへ ッ 
ド 三重」 には、 七 段 飾が 飾られて い 
ただけ でした。 3 回目から 「より 華 
やかに 美しく」 と、 商店街の 女将な 
どを 中心とした 女性 8 人から なる 
「はな もも 会」 が 飾り付けを 担う 助 
つ 人と して 加入。 七 段 飾の そばに 
打掛を 飾るな ど、 展示 方法を 工夫 
しました。 手芸を 得意と する メン 
: /: ~ による、 吊るし 雛な どの 手づ 
くり 作品 も 展示。 「あげきの おひな 
さん」 の 象徴で ある 「大 ひな 壇」 は、 
10 段、 20 段と 少しずつ 数を 増やし 
ていき、 現在は、 壁 一面を 埋め 尽く 
す 22 段、 800 体 以上を 飾る 規模 
となりました。 リピ - — 夕^ — を 飽 き 
させない 工夫と して、 色 や 種類で 
分けるな どして 展示 方法に 毎年 エ 
夫を 凝らします。 

ィベント 開催 当初は、 卸 業者 か 
ら 譲り受けた 雛人形を 展示。 「あげ 
きの おひな さん」 の 知名度が 上が 
ると、 「いらない 雛人形を もらつ て 
ほしい」 と 問い合わせが 届く よう 
になつ たといい ます ◦はな もも 会 
では、 現在 1500 体 以上を 保有. 
管理。 大正時代の 貴重な 雛人形 も 
並びます。 


「昭和 30 年代 以前の 貴重な もの 
を 除いて、 現在は お断りし なけれ 
ばなら なくなつ ている ほど、 たく 
さんの 雛人形を ご 提供いた だき ま 
した。 家族 形態の 変化な どで 買い 
替える ご 家庭が 多い と 思います 
が、 雛人形を 親から 子、 子から 孫へ 
受け継いで 飾って ほしいで すね」 
と、 はな もも 会の 会長 •水 元 暁 美 
さんは 思いを 語ります。 

かつての にぎわいが 感じられる 
地域 一体と なった 一大 ィベント 

地域に ィベントが 定着して くる 
と、 地域 内の 店舗 や 個人 宅で も展 
示される ようになりました。 「個人 
で 飾つ てくだ さる 方 も さまざまな 
工夫を してく ださつ ています。 地 
域の みなさんの ご協力が あったか 
ら こそ、 大規模な 開催が できる よ 
うにな りました。 個人の お宅で も 
声をかけて いただければ、 おひな 
さんを 見せて くれます ◦ぜひ まち 
の 方に も 足を 伸ばして みて くださ 
いね」 ◦郵便局 や 銀行、 空き 店舗な 
どには、 はな もも 会が 直接 交渉。 会 
が 所有す る 雛人形を 飾り付け てい 

現在、 はな もも 会の メンバ ー は 
12 人。 「4 月 だけが お休み。 あとは 
ずつ とお ひなさん のこと を 考えて 
いますね」 と 笑う 水 元さん。 5 月 か 
ら 会議を はじめて、 会期中の ィべ 
ントや 運営 方法に ついて 計画して 
いくとと もに、 手づ くりの 作品を 
半年 以上 かけて 制作して いきま 


〈Information〉 

あげきの おひな さん 2018 

会場: 阿下喜 地 内約 1 00 軒 【メ  ーン 会場: ウッドヘッド 三重】 1 
期間: 201 8 年 2 月 1 7 日 (土) 〜 3 月 4 日 （日） 

※ウッドヘッド 三重の 開場 時間は 9:30 〜 1 5:30 
駐車場: あげき 広場 (約 80 台 分） 

問い合わせ 

いなべ 市 商工 観光 課 TEL0594-46-6309 
※イベント 期間 中は、 ウッドヘッド 三重 (0594-72-6800) まで 


土日には イベント も 開催。 

毎年、 講師を 呼んで 教室を 開いて います 


1_22 段 も ある 大 ひな 壇。 少しずつ 段を 増やして いき、 天井 ギリ ギリ 
に 到達し ました （2017 年） 2_大 ひな 壇は よく 見て みると 飾り 方 や 配 
置 が 異な ります (201 3 年） 3_ 多く の 人で にぎわ う 会場。 8  0  0 体以 
上 もの 雛人形を一 気に 見られる 機会は なかな かないと 好評 4_ 近所 
に 住む 70 代の 男性に よる 折り紙の 作品。 会期中は 毎日 会場を 訪れ 
折り紙 教室を 開催し、 子どもたちを 楽しませ ています 5_ 大正時代の 
雛人形。 さまざまな 時代の ものが 飾られて おり、 表情 や 服装な どの 
違いを 見て いくの も 面白い 


最終日の 3 月 4 日は、 はな もも 会の メンバーが 和装で 迎える 「着物 カフェ」 を 
開催。 演奏会 や、 着物で 散策に 出かけられる 無料 着付けな どが あります 


P 謂 iy 


好評を いただいて いる 手づく 
1 作品には 、毎年 テ ー マが ありま 
す ◦今年は 『すべての 人に 感動を 与 
え、 親から 子、 子から 孫へ 思いを 継 
いでいく』 です。 詳細は 来てから の 
お楽しみです」 と 笑います。 

バス ツア^  — 客が 来場す るよぅ に 
なると、 客足が 増加。 3000 〜 
5000 人だった 来場者 数は、 昨 
年 1 万 7000 人を 記録し まし 
た 0 「昔、 この辺り は 商店が 並び、 と 
て も 活気の ある 場所でした ◦その 
頃の にぎわいを おひな さんの 時期 
だけで も 感じられる のが うれしい 


です」 と 水 元さん は 目を 細 
めます。 

今年は 1 月 21 日に 雛 出し 
を 迎え、 翌日から 飾り付け 
が はじまります。 「飾り付け 
は、 開催日までは 每晚 2 時 
間の 作業が 続きます。 メン 
バーは 仕事を している 人 ば 
かりなので 準備は 大変です 
が、 多くの 人に 来て ほしいと いぅ 
思いと、 たくさんの 人に 見て いた 
だける 喜びが、 やりがい につな が 
つてい ます」。 

まもなく 開催を 迎える 「あげき 
の おひな さん」。 会期中は 折り紙の 
雛人形の 展示と 折り紙 体験が 毎日 
開催され ており、 土日には 体験 コ ー 
ナ^ — や スタンプ ラリ^ — などが 予定 
されて います。 今年 も 工夫を 凝らし 
た 800 体 以上 もの 雛人形の 迫力 
や 華やか さは もちろん、 温かい 阿下 
喜の 人たち の 歓迎 ム ー ドが、 多くの 
人の 心に 響く ことで しょぅ。 
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